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前期終了と後期始業を兼ねる終始業式は、新たな試み

として、空き教室をスタジオにしたリモートで行いまし

た。生徒は全校で集まることなく、各 HR教室の電子黒

板を通して式に参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作詞は箕輪町出身の歌人・藤澤古實、作曲は日本の音楽界で数々

の功績を残した平井康三郎。箕輪町の情景・教育に対する熱い

想いが歌詞に込められた躍動感あふれる曲です。原曲に忠実か

つ誠実に音として残すために、歌詞に込められた言葉一つ一つ

を吟味して 2名の声楽家に歌って頂きました。校歌の背景を理

解し誇りを持って頂けたら幸いです。（音楽科 塚田） 

             

 

 

 

校長先生のお話の後、 

数学科・佐々木秀代先 

生の着任のご挨拶、そ 

して、箕輪進修高等学

校創立 100 周年に併せて制作した

校歌 CDも披露されました。 

 

校長先生から、「前期を終えるにあたって、この

コロナ禍での学校生活や大雨による休校があっ

た前期を振り返り、より安心安全に配慮するこ

と。また、コロナ禍で人が集まることが制限され

る中、人が集まることで成り立つ学校の大切さ

や、人が集まればいろいろあるけれど、周りにい

る人を認め合いながら、自分を見つめ、成長して

ほしい」というお話がありました。 
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終始業式終了後、来年度の生徒会を担う役員の立会演説会が行わ

れました。 

「生徒会役員選挙は、生徒会選挙規定第 5条に基づいて行われます。

今回、全ての役員において定数と立候補者数が同じであるため、投

票は行われません。」という生徒会長の説明の後、新役員候補者達から「箕進に来てよかっ

たと思わせる学校を目指し、地域の方から見ても良い学校にしたい」「地域から愛される学

校にしたい」「自分の可能性を信じ何かをやってみたい」「生徒会の力になりたい」「明るく

笑顔のあふれる学校を目指す」など、希望に満ちた演説が続きました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箕輪進修高校ホームページ 
httpｓ://www.nagano- c.ed.jp/minowa/ 
箕輪進修高校の情報が満載。ぜひご覧ください。 

学校に対するご意見・ご要望は、トップページの 

問い合わせメールに送信してください。           

 

 

生徒会長/2-2酒井愛斗 

副会長/2-3鎌倉朋未・2-1木村ルカス 

議長/2-2宍戸  翔・2-3田中瞳圭 

監理委員/2-1川上将明・2-3河野竣希 

2-3河原田朔也 

会計監査/2-2吉澤  梢・小田切望夢 

(届出順) 

10月 9日（土）に、長野市篠ノ井交流センターで、第 50

回長野県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会が開催

されました。本校からは、南信大会の書類審査を勝ち抜いた 3

年 8 組有賀日向子さんが出場し、見事優秀賞に輝きました。

原稿を全て暗記し堂々とした素晴らしい発表をしてくれまし

た。今後もⅢ部生徒の活躍に期待しています。(Ⅲ部 丸山) 


